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便利さに慣れて忘れる火

のこわさ

春
の
火
災
予
防
運
動

　
消
防
本
部
で
は
三
月
一
日
出
か
ら
七
日
吻
に
か
け

て
、
春
の
火
災
予
防
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
一
人
ひ
と
り
が
火
災
を
防
ぐ
意
識
を
高
め
、
大

切
な
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

3
月
1
日
(
土
)
～
7
日
(
金

)

　
平
成
八
年
度
の
火
災
・
救
急

統
計
に
よ
る
と
、
八
年
中
の
出

火
件
数
は
四
十
五
件
で
、
過
去

十
年
間
で
三
番
目
に
多
く
発
生

し
、
そ
の
う
ち
建
物
火
災
が
三

十
件
で
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
で
み
る
と
、
一
位
が

こ
ん
ろ
（
六
件
）
、
二
位
が
放

火
の
疑
い
（
五
件
）
、
三
位
が

た
ば
こ
（
四
件
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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火
を
中
心
に
啓
発
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
外
出
の
機
会
の
多
く
な

る
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

林
野
火
災
や
車
両
火
災
の
予
防

運
動
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

家
庭
で
も
大
切
な
家
族
や
財
産

を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
次
の

「
火
の
用
心
　
七
つ
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

〈
火
｀
用
心
　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

を
し
な
い

⑤
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い

　
圃
消
防
本
部
（
昔
内
線
2
6

5
7
）
。

「
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
火
災
を
減
ら
そ
う
」

失
か
ら
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
た
め
に
多
く
の
財
産
や
尊

い
人
の
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

火
災
は
一
人
ひ
と
り
が
注
意
す

れ
ば
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　
最
近
の
出
火
事
例
で
は
、
揚

げ
も
の
を
し
て
い
る
最
中
に
火

災
が
起
こ
っ
た
も
の
が
目
立
ち

ま
す
。
つ
い
先
日
に
は
、
油
の

凝
固
剤
を
使
お
う
と
し
て
油
を

暖
め
て
い
る
間
に
こ
ん
ろ
か
ら

離
れ
て
出
火
す
る
と
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

火
を
つ
け
て
い
る
時
は
こ
ん
ろ

か
ら
離
れ
な
い
と
い
っ
た
、
ち
ょ

っ
と
し
た
注
意
で
防
げ
ま
す
。

　
火
災
は
人
災
そ
の
も
の
。
右

に
挙
げ
た
「
火
の
用
心
　
七
つ

の
ポ
イ
ン
ト
」
は
全
国
で
多
い

火
災
原
因
を
元
に
作
成
し
た
も

の
で
す
。
家
庭
や
職
場
で
実
践

し
、
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し

宇
治
川
さ
く
ら
ま
つ
り

前
売
り
券
発
売
開
始

　
宇
治
川
さ
く
ら
ま
つ
り
の

前
売
り
券
を
発
心
号
す
。

当
日
は
茶
席
（
野
点
）
、
ス

テ
ー
ジ
シ
’
Ｉ
（
お
笑
い
歌

謡
漫
才
・
玉
川
カ
ル
テ
ッ
ト
、

地
元
演
歌
歌
手
・
う
っ
み
清

ほ
か
）
、
炭
山
陶
器
ま
つ
り

な
ど
楽
し
い
企
画
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
◆
と
き
…
４
月
５
日
出
・

６
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後

４
時
。
雨
天
決
行
◆
と
こ
ろ

9年度版　市民カレンダーと手びき

。
市
で
は
平
成
九
年
度
版
の

「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」

（
Ａ
４
判
三
十
四
ペ
ー
ジ
、
カ

ラ
ー
刷
り
）
を
近
く
発
行
し
ま

す
。

…
府
立
宇
治
公
園
中
の
島
◆

前
売
り
券
・
：
2
0
0
0
円

（
抹
茶
席
券
・
点
心
券
・
ス

テ
ー
ジ
シ
’
Ｉ
入
場
券
・
伝

統
工
芸
名
陶
抽
選
券
・
炭
山

ラ
ッ
キ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
券
付

き
）
◆
販
売
所
…
観
光
セ
ン

タ
Ｌ
、
観
光
案
内
所
（
宇
治

橋
西
詰
・
近
鉄
大
久
保
駅
）
、

宇
治
商
工
会
議
所
、
京
阪
交

通
社
各
営
業
所
ほ
か
◆
問
い

合
わ
せ
…
観
光
協
会
（
0
2
3

゜
3
3
3
4
）
Ｏ

　
今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
昨
年

十
月
に
開
園
し
た
植
物
公
園
を

写
真
入
り
で
紹
介
。
ま
た
、
各

月
に
は
行
事
予
定
や
税
の
納
期

な
ど
を
、
手
び
き
部
分
に
は
保

健
予
防
年
間
日
程
や
各
種
相
談

案
内
、
市
内
公
共
施
設
マ
ッ
プ

（
災
害
時
の
避
難
場
所
）
な
ど

を
掲
載
し
、
見
や
す
く
親
し
み

や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
ご
家
庭
へ
は
、
各
町
内
会

（
自
治
）
会
長
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。
町
内
（
自
治
）
会
に

加
入
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

広
報
課
へ
は
が
き
か
電
話
、
来

庁
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
月
中
旬
に
は
市
役

所
一
階
市
民
相
談
室
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
と
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ

ン
棋
島
管
理
事
務
所
に
も
置
き

ま
す
の
で
、
各
窓
口
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
圃
広
報
課
（
〒
６
１
１
　
宇

治
琵
琶
3
3
　
萱
内
線
2
0
7
0
）
。
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3
月
1
日
市
制
施
行
記
念
日
に

市
政
功
労
者
な
ど
を
表
彰

　
市
で
は
三
月
一
日
出
、
文
化

セ
ン
タ
ー
で
市
政
功
労
者
な
ど

の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
す
。
表

彰
式
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
政
の

発
展
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
人

・
団
体
に
市
政
功
労
者
、
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
人
・
団
体
に
市
ス
ポ
ー
ツ

賞
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
か
ら
新
た
に
文
化
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
青
少
年
に
ジ
ュ

ニ
ア
文
化
賞
の
表
彰
も
行
い
ま

す
。
今
回
表
彰
や
感
謝
状
を
受

け
ら
れ
る
の
は
、
次
の
皆
さ
ん

で
す
。
（
敬
称
略
）

〈
市
政
功
労
者
〉

▽
自
治
功
労
者
・
・
右
井
常
夫
、

服
部
宏
、
平
井
英
夫
、
村
田
憲

治
、
新
谷
源
太
郎
、
北
村
爆
心
、

堤
治
子
、
中
政
子
、
高
井
幸
一
、

角
田
彰
三
、
安
堂
之
雄
　
▽
篤

志
者
…
ユ
ニ
チ
カ
株
式
会
社
、

浦
田
栄
一
　
▽
優
良
納
税
貯
蓄

組
合
長
・
・
・
西
村
久
夫
、
奥
山
孝

子
、
佐
藤
安
治
　
▽
永
年
勤
続

職
員
・
：
秋
保
良
子
ほ
か
4
4
人

▽
集
会
所
管
理
者
・
：
西
村
澄
夫

　
▽
環
境
保
全
審
議
会
委
員
・
：

中
川
恵
次
　
▽
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
・
：
柳
井
ヨ
シ

子
　
▽
学
校
医
・
：
八
田
敏
秀
、

吉
岡
亮
平
　
▽
学
校
歯
科
医
・
・
・

吉
田
実
　
▽
学
校
薬
剤
師
・
・
上

村
義
雄
　
▽
少
年
補
導
委
員
・
・
・

永
井
道
子
、
松
原
ミ
ド
リ
、
宮

嶋
美
栄
　
▽
体
育
指
導
委
員
・
・
・

桜
井
正
章
、
佐
藤
紀
代
子
、
高

橋
政
雄
、
田
村
忠
夫
、
肥
夏
一

男
、
船
木
君
子
、
山
西
春
子
、

山
本
岩
央
　
▽
民
生
委
員
・
児

童
委
員
…
青
木
八
千
代
、
赤
滓

定
夫
、
赤
堀
信
子
、
赤
松
千
里
、

江
口
八
重
子
、
大
嶋
洪
道
、
大

島
千
鶴
子
、
奥
西
隆
三
、
梶
本

恵
子
、
川
井
寿
枝
、
倉
田
照
子
、

小
林
将
男
、
重
森
初
美
、
下
村

光
子
、
白
勢
富
子
、
鈴
木
妙
子
、

角
田
丈
夫
、
高
井
ゆ
り
、
武
石

佐
喜
子
、
田
中
荘
介
、
太
良
朗

子
、
寺
村
佳
代
、
中
村
恵
美
子
、

西
村
敏
子
、
野
村
富
美
恵
、
橋

本
加
代
子
、
林
照
子
、
藤
田
保

子
、
古
川
弘
子
、
本
荘
成
俊
、

松
村
幸
子
、
森
下
利
雄
、
山
本

守
一
、
山
本
良
子
、
吉
田
三
雄

　
▽
町
内
会
長
・
自
治
会
長
…

青
木
豊
司
、
阿
部
政
志
、
岡
田

敏
夫
、
岡
山
昭
利
、
金
井
和
夫
、

辻
稔
夫
、
中
村
勉
、
松
田
和
男

　
▽
教
職
員
…
石
黒
伸
子
ほ
か

2
7
人
　
▽
市
政
協
力
団
体
・
個

人
…
宇
治
黄
聚
パ
ー
ク
ホ
ー
ム

ズ
、
宇
治
中
学
校
生
徒
会
、
京

大
宿
舎
町
内
会
、
冤
道
小
学
校
、

冤
道
自
治
会
、
冤
道
第
二
小
学

校
、
中
御
蔵
山
町
内
会
、
西
小

倉
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
野

添
団
地
自
治
会
、
肋
宇
治
市
観

光
協
会

　
〈
ス
ポ
ー
ツ
賞
〉

▽
特
別
栄
誉
賞
…
廣
瀬
浩
二

（
市
体
育
協
会
）
　
▽
功
労
賞
…

市
川
紀
和
（
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
）
、
上
野
勝
己
（
京
都
軟

式
野
球
連
盟
宇
治
支
部
）
、
北

村
登
志
子
・
西
之
園
静
二
（
市

歩
こ
う
会
）
、
児
玉
康
男
（
京

都
軟
式
野
球
連
盟
宇
治
支
部
）
、

小
西
啓
之
（
神
明
学
区
体
育
振

興
会
・
故
人
）
、
田
中
収
・
藤

深
寛
治
・
中
村
武
師
・
水
野
信

孝
（
市
体
育
指
導
委
員
）
、
中

　
嶋
武
久
（
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
）
　
　
▽
優
秀
団
体
賞
・
・
竟

道
高
等
学
校
女
子
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
部
、
立
命
館
宇
治
高
等
学
校

レ
ス
リ
ン
グ
部
　
▽
優
秀
選
手

賞
・
：
今
西
雅
昭
（
卓
球
）
、
小

野
田
純
・
仙
波
勝
敏
・
水
口
貴

之
（
レ
ス
リ
ン
グ
）
、
塩
田
浩

一
　
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）
、
志
賀

明
美
（
武
術
太
極
拳
）
、
永
井

和
恵
（
柔
道
）
、
西
川
智
之
・

西
川
真
美
（
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
）
、
西
山
真
奈
美
（
陸
上

競
技
）
　
▽
ジ
ュ
ニ
ア
賞
・
：
佐

藤
真
一
郎
（
陸
上
競
技
）
、
城

居
睦
臣
・
鈴
木
博
恵
・
田
中
啓

太
・
中
田
絵
理
子
・
山
口
巨

（
レ
ス
リ
ン
グ
）
、
中
田
靖
子
・

前
川
賢
（
陸
上
競
技
）
、
横
山

未
桜
（
水
泳
競
技
）

　
〈
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞
〉

　
斉
藤
裕
理
（
か
る
た
）
、
南

宇
治
中
学
校
吹
奏
学
部
（
吹
奏

楽
）

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

自治会を通じて配布します

もうすぐお手元に

4/5（土）・6

（日）
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宇
治
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

市
は
二
月
七
日
、

（
片
上
哲

也
会
長
）
か
ら
、
保
険
料
率
改
定
を
含
む
九
年
度
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
事
業
運
営
に
つ
い
て
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
市
で
は
こ

の
答
申
を
尊
重
し
、
三
月
市
議
会
に
国
民
健
康
保
険
事
業
に
関
す
る

予
算
案
及
び
条
例
改
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
地
域
医
療

を
支
え
る
国
保
事
業
が
健
全
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
加
入
者
を
始
め

と
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
全
財
政
で
事
業
運
営
を

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

加
入
者
の
健
康
を
守
る
た
め
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

し
か
し
近
年
、
医
療
技
術
の
進

歩
や
診
療
報
酬
の
改
定
、
さ
ら

に
は
医
療
費
の
高
い
高
齢
者
の

加
入
割
合
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

医
療
費
支
出
は
確
実
に
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
逆
に
保
険
料

収
入
は
景
気
低
迷
の
影
響
も
あ

り
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
国
保
事

業
の
運
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
間
「
国
保
運
営

安
定
化
計
画
」
を
策
定
し
、
そ

の
経
営
努
力
に
努
め
、
「
国
保

財
政
調
整
基
金
」
を
設
置
す
る

な
ど
、
安
定
運
営
の
土
台
づ
く

卜
久
保
田
市
長
へ
答
申
書
を
手
渡
す
片
上
会
長
（
左
）

　　国民健康保険課
匯か

り
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、

で
あ
る
加
入
者
全
体
も
応
分
の

負
担
を
す
る
と
い
う
考
え
方
を

貫
い
て
い
ま
す
。

　
∴
Ｈ
Ｈ

　
市
の
一
人
当
た
り
国
保
医
療

営
協
議
会
に
諮
問
し
、
こ
の
た

び
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
答
申
内
容

答
申
は
主
に
次
の
三
項
目
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。

健
全
運
営
に
必
要
な

①

保
険
料
率
の
改
定

改
定
は
、
そ
の
年
度
の
医
療

費
支
出
を
見
越
し
、
適
正
な
保

険
料
収
入
の
確
保
を
図
る
と
い

う
観
点
に
立
っ
て
実
施
。
近
年

の
経
済
状
況
を
考
え
、
で
き
る

＜答　申＞

　　8.5％

　25,100円

　31,000円

　　52万円

＜現　行＞

　　8.4％

　24,600円

　29,000円

　50万円

表１

　所得割率

　均等割率

　平等割額

　賦課限度額

(賦課限度額の国基準は53万円)

限
り
の
財
政
対
策
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
圧
縮
し
て
改
定
す
る

（
平
均
二
・
九
％
増
、
表
―
）
。

さ
ら
に
、
低
所
得
者
へ
の
負
担

緩
和
策
の
「
七
・
五
・
二
割
軽

減
制
度
」
も
継
続
実
施
す
る
。

こ
れ
ら
に
は
、
負
担
能
力
に
応

じ
た
料
率
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
所
得
の
高
低
に
関
わ
ら
ず

医
療
機
関
に
掛
か
る
機
会
は
均

等
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
益
者

表２（家族２人､うち収入のあるのが１人の自営業者を想定）

費
は
、
依
然
全
国
平
均
よ
り
高

い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
特
に

老
人
分
で
そ
の
傾
向
が
強
い
。

そ
の
た
め
医
療
費
の
抑
制
・
適

正
化
を
更
に
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
保
険
料
の
適

正
賦
課
と
併
せ
、
収
納
率
の
向

上
対
策
の
徹
底
や
、
保
健
事
業

の
一
層
の
充
実
な
ど
を
通
じ
保

険
基
盤
の
確
立
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
引
き

続
き
「
安
定
化
計
画
」
を
自
主

的
に
策
定
し
、
保
健
・
福
祉
な

ど
関
連
分
野
と
の
連
携
を
強
め
、

市
を
挙
げ
て
取
り
組
み
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。

所得区分 現行の料額 改定後の料額 増　減

33万円以下

　　50万円

　　100万円

　　200万円

　　300万円

　　400万円

　　500万円

　　600万円

23,460

53,380

118,840

218,480

302,480

386,480

470,480

500,000

24,360

55,050

121,910

223,150

308,150

393,150

478,150

520,000

　　　900

　　1,670

　　3,070

　　4,670

　　5,670

　　6,670

　　7,670

- 20,000

国民健康保険証が

切り替わります

　今の保険証は３月で有効期限が切れます。市では３

月中旬に新しい保険証を郵送交付します。ただし、保

険料を滞納している人は、国民健康保険課窓口で納付

相談の上、交付を受けてください。不要になった旧保

険証は、同課へ郵送か来庁の上で返却してください。

　また次の人は新保険証を受け取り後、すぐに届け出

を（必要書類は電話で事前確認のこと）。

　○通学のため遠方に住んでいる

　○3ヵ月以上出張などで遠隔地にいる

　○ほかの保険に加入した人がいる

　○転出または死亡した人がいる

　
　
国
保
財
政
調
整
基
金
の

③

活
用
等
財
政
対
策
心
強
化

　
　
「
財
政
調
整
基
金
」
は
、
伝

染
病
の
流
行
や
災
害
等
不
測
の

事
態
に
備
え
た
も
の
で
、
将
来

に
向
け
て
の
安
定
運
営
の
保
障

と
な
る
も
の
。
こ
の
基
金
を
充

実
さ
せ
っ
つ
、
当
面
は
、
①
疾

病
予
防
・
健
康
促
進
の
保
健
事

業
に
生
か
す
　
②
基
金
保
有
目

標
額
を
堅
持
し
つ
つ
、
中
期
的

展
望
に
立
ち
、
国
保
財
政
運
営

の
調
整
機
能
と
し
て
有
効
に
働

か
せ
る
　
③
将
来
的
な
基
金
の

目
標
額
を
必
要
に
応
じ
随
時
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
九
年
度
に
つ
い
て
は

基
金
の
一
部
取
り
崩
し
や
、
国

か
ら
の
特
別
交
付
金
を
導
入
し
、

保
険
料
串
の
改
定
幅
を
極
力
少

な
く
し
て
乗
り
切
り
、
将
来
的

に
は
国
・
府
支
出
金
の
増
額
や

市
の
一
般
会
計
か
ら
の
支
援
強

化
が
重
要
課
題
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。

　
ｅ
　
ｅ
　
ｅ
　
一
　
ｅ

　
答
申
で
は
こ
の
ほ
か
、
国
・

府
・
市
や
医
療
機
関
、
国
保
加

入
者
な
ど
、
国
保
事
業
に
関
わ

る
す
べ
て
の
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
協
力
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
指
摘
し
、
次
の
七
つ
の

要
望
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

の
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進

②
料
収
納
率
向
上
対
策
の
強
化

③
保
健
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実

④
加
入
者
へ
の
啓
発
強
化

⑤
国
・
府
支
出
金
の
増
額

⑥
市
一
般
会
計
繰
入
金
の
増
額

⑦
事
務
執
行
の
効
串
的
推
進

　
市
で
は
こ
の
答
申
を
尊
重
し
、

国
保
事
業
の
安
定
運
営
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
加
入
者
を
始
め

と
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

宇
治
市
・
城
陽
市
・
久
御

山
町
共
催

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ

ウ
ン
事
業

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
教
室

参
加
者
募
集

　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
や
ソ
フ

ト
ペ
タ
ン
ク
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ

ー
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
年
齢
を
問
わ

ず
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

市
民
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
と
き
…
３
月
2
9
日
出
午
後
１
時

～
４
時
半

と
こ
ろ
…
城
陽
市
総
合
体
育
館

　
市
・
府
民
税
の
申
告
は
も

う
お
済
み
で
す
か
。
申
告
期

限
は
三
月
十
七
日
㈲
で
す
。

期
限
間
近
に
な
る
と
窓
口
が

混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

市
税
の
納
付
は

便
利
な

口
座
振
替
で

　
市
で
は
、
市
税
の
納
付
に

便
利
な
口
座
振
替
払
い
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
九
年
度
分
か
ら
口
座
振
替

定
員
…
先
着
5
0
人

参
加
費
…
無
料
（
記
念
品
あ
り
）

申
し
込
み
…
国
民
健
康
保
険
課

（
容
内
線
2
2
6
5
）
。

国
保
半
日
人
間
ド
ッ
ク

4
～
6
月
分
受
付
中

国
保
脳
ド
ッ
ク
の
募
集

は
４
月
の
市
政
だ
よ
り

で
案
内
し
ま
す

年
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

必
要
な
証
明
書
、
領
収
書
な

ど
を
そ
ろ
え
、
で
き
る
だ
け

早
め
に
申
告
を
。
ま
た
、
必

ず
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
さ
れ
た
人
は
、
市
・
府

民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
市
民
税
課

（
酋
内
線
2
1
2
1
～
2
1

2
3
）
へ
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
も
三

月
十
七
日
側
ま
で
で
す
。
還

付
申
告
は
郵
送
な
ど
で
お
早

め
に
。
問
い
合
わ
せ
は
宇
治

税
務
署
（
0
4
4
・
4
1
4
1
）

へ
。

払
い
を
希
望
す
る
人
は
、
固

定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
は
三
月
末
日
ま

で
、
市
・
府
民
税
は
四
月
末

日
ま
で
に
納
税
課
に
届
く
よ

う
に
、
金
融
機
関
で
手
続
き

を
所
定
の
依
頼
書
（
市
内
の

金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
）
で
。

　
問
い
合
わ
せ
は
納
税
課

（
酋
内
線
2
1
3
2
）
へ
。

で
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
努
め
、
健
康
生
活
の
推
進

を
。
受
診
経
費
の
七
割
を
助
成

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
。
対
象
・
：
国
保
に
一
年
以
上
加
入

し
て
い
て
、
入
院
中
や
妊
娠
中

で
な
い
3
5
歳
以
上
の
人

費
用
・
・
・
女
性
＝
１
万
2
9
1
0

円
、
男
性
＝
１
万
1
9
7
0
円
。

申
し
込
み
…
保
険
証
と
印
鑑
を

持
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
課
へ
。

740

市
税
の
納
め
忘
れ
あ
り
ま
せ
ん
か
今
一
度
お
確
か
め
の
上
、
至
急
ご
納
付
を
。

市・府民税の申告は3月17

日(月)までに

保
険
料
率
改
定
な
ど
を
答
申
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　宇治琵琶33で

す
募集

■福祉サービス公社嘱託職員

　３月設立４月運営開始予定の同

公社のホームヘルパーとして市が

募集。t＞応募資格…昭和22年４月

２日～52年４月１日生まれで、厚

生省指定のホームヘルパー養成研

修2級課程終了者か介護福祉士の

資格を持ち、50ccバイクに乗れる

人。早出・日勤・遅出勤務あり[〉

募集人数…若千名　圃指定の履歴

書(要顔写真)を３月10日(月)まで

に長寿社会対策II (a内線2348)

へ。用紙は同課にあります。

■福祉サービス公社非常勤

　嘱託職員(看護婦･栄養士)

　３月設立４月運営開始予定の同

公社の嘱託職員として市が募集。

[〉業務内容…在宅療養者に対する

保健・栄養指導事業(訪問指導・

機能訓練)【＞応募資格…昭和17年

４月２日以降に生まれ、保健婦か

看護婦＝管理栄養士の免許を持つ

人E〉勤務形態…午前午後を問わず

半日単位で週３回以上の勤務l＞募

集人数…若干名　圃指定の履歴書

(要顔写真)と免許証の写しを３

月12日伽までに長寿社会対策課

(a内線2348)へ。用紙は同課に

あります。

・女性施策関連事務嘱託職員

　E＞応募資格…市内在住で女性問

題に関心のある女性[＞募集人数…

１人[〉勤務日…週３日半回指定

の履歴書(要顔写真)を３月10日

(月)までに女性政策室(s内市泉2091)

へ。用紙は同室にあります。書類

選考の後、作文・面接で選考。

福祉

■在宅老人家族介護者教室

　〈小倉デイサービスセンター〉

[＞とき…３月８日出、午後１時半

o時半r＞テーマ…｢老人の住宅

改善を考える｣。住宅改善体験施

設の見学もあります国3月６日

出までに宇治市小倉デイサービス

センター(昔21-6294)へ。

　〈天ケ瀬苑デイサービスセンター〉

E〉とき…３月15日出、午後１時半

―4時[〉テーマ…｢宇治市の高齢

者福祉サービスの現状と今後｣

[1]3月10日側までに天ケ瀬苑デイ

サービスセンター(S23-0030)へ。

大久保・宇治方面から送迎あり。

■身体障害者デイサービス

　国いずれも社会福祉協議会(a

22-5650、FAX22-5654)へ。

　〈料理教室〉[＞対象…身体に障

害のある人c〉とき･-3月18日(火)、

午前９時半～午後１時[＞ところ…

総合福祉会館[＞内容…栄養士の話、

調理実習E〉定員…先着15人[〉参加

費…500円t＞申し込み期限…３月

14日図。

　〈肢体障害者の集い〉[＞対象…

肢体不自由１・２級の人と介助ボ

ランティア[＞とき…３月21日倒、

午前10時～午後４時半E〉行き先･･･

国立民族学博物館[＞定員…先着10

人・ボランティア15人[＞参加費-･

無料[〉申し込み期限…３月18日(池

■就職支度金の支給

・[〉対象…今春、中学校・高等学

校・技能修得施設を卒業し、１ヵ

月以内に就職する人で、就職に必

要な費用の支出が困難な人(所得

が生活保護基準の1.8倍以内の世

帯)[〉支給額…５万5000円以内

圃福祉総務課(a内線2303)。

公民館・青少年センター

■木幡公民館

　圃いずれも３日(月)から同館(S

32-8290)へ電話か来館で。

　く国際交流講座・スリランカ茶

話会〉本市の友好都市ヌワラエリ

ヤ市があるスリランカの歴史、生

活などについて日本に住む留学生

から学びます。[〉とき…３月13日

困、午後１時半~4時[＞定員…先

着30人[〉参加費…無料。

　くボランティア入門講座・もっと

気軽に、楽しく、ボランティア〉

E〉日程・内容…下表のとおり。午

後１時半～３時半。　１回だけの受

講も可[＞定員…先着40人E〉参加費…

無料。

3/11

　図

「きばってや神戸/ 好きなんやこのiT4<｣

･字幕付きﾋﾞﾃﾞｵﾗｲﾌﾞﾗIJｰ｢ﾄﾄﾛ｣の皆さん

･難聴者aa会の皆さん

3/19

　咆

｢こんにちは宇治共同作裏所です｣

･宇治共同作支所の皆さん

3/27

　哨

｢もつと気軽に、楽しく、ボランティア｣

･社会福祉s議会事務局長

　　　　　　　　　　　戎谷貫人さん

すてきな出愛･ふれあいひろば

宇治公民館まつり

３月８日(土)午前10時~午後8時

　　９日(日)午前m～午後3時

発表・展示・おまつり広場･模

擬店など楽しい催しがいっぱい

　固宇治公民館(321-2804)

■大久保青少年センター

　〈チャレンジ広場〉゛[＞とき…３

月８日出○体操教室＝午前９時～

10時○手づくり教室・スポーツ広

場＝午前９時～正午[〉対象…小学

生。参加無料。

　く歴史教室｢東大寺・奈良歴史

教室へ行こう｣〉[＞とき…３月23

日(日)、午前９時～午後４時[＞対象…

小学３年～中学生[＞参加費…80円

[＞定員…先着30人圃同センター

(S44-7447)へ電話か来館で。

　〈おはなし会〉E〉とき-3月12

日豚)・26日(水)、午後３時半～４時。

参加無料。

講座・教室

■生涯学習センター

　〈七宝焼を楽しもう〉Ｄとき…

３月15日出、午後１時～４時レ対

象…18歳以上で市内在住か在勤の

人[＞定員…先着30人[＞費用…初級

コース1500円、中級コース2500円

　[5]3月３日(月)から直接同センタ

ー(Q22-0220)へ(電話可)。

　〈グルメ教室広東料理パートn〉

C〉とき…３月18日(火)、午前10時～

午後１時じ〉対象…18歳以上で市内

在住か在勤の人定員[〉…拍選で24

人C〉費用…2000円[蔀主復はがき

に｢グルメ教室希望｣、住所、氏

名、年齢、電話番号を書き３月７

日出まで(必着)に同センター

(宇治琵琶45－14、S22-0220)へ。

■第21回歴史講座

　[〉とき…３月９日(日)、午後２時

~4時E〉ところ…中央公民館[＞テ
ーマ…宇治猿楽と離宮祭[〉講師…

京都市文化財保護課参与・山路興

造さん[＞参加費…無料　回歴史資

料館(S20-1311)。

■城南地域職業訓練センター

　圃同センター(SS46-0688)。

　〈ワープロ初級一太郎W95版〉

[＞とき…３月20日～31日の月・火

・水・木・金曜、午前９時半～午

後３時半。 14回[＞受講料…１万22

00円。

　〈ワープロ初級一太郎W95Rg〉

[＞とき…４月１日~11日の月・火

・木・金曜、午前９時半～午後３

時半。 14回[〉受講料…１万2200円。

　〈ワープロ初級一太郎W95版〉

じ＞とき…４月３日～21日の月・木

曜、午後６時半~9時。６回[＞受

講料…9000円。

　〈ワープロ中級ワードW95版〉

[＞とき…４月３日～21日の月・木

曜、午後６時半～９時。６回[＞受

講料…9000円。

　〈日商簿記3級受験講座〉[＞と

き…４月１日~6月６日の火・金

曜(一部木曜)、午後６時半～９

時。 23回C〉受講料…１万3000円。

　〈宅地建物取引主任受験講座〉

[＞とき…４月２日～８月フ日の水

曜(一部木・金曜)、午後６時半

~9時。 19回E〉受講料…１万85CX)

円。

お知らせ

■住宅用家屋証明手数料を変更

　４月１日から、住宅用家屋証明

手数料を、１通850円から1300円

に改定します。これは地方公共団

体手数料例の一部を改正する政令

の公布に伴うものです。ご協力を

お願いします。11資産税課(a

内線2126)。

■行政相談3月は27日(木)

　３月の行政相談は第３木曜日が

休日のため、27日困に開催します。

　回広報課(a内線2080)。

・就学援助

　[〉対象…経済的理由で就学が困

難な市立小・中学校の児童・生徒

の保護者[＞所得基準…夫婦と子供

２人の場合で、前年の所得金額が

おおむね293万円以下[＞援助対象

…学用品費、校外活動費、修学旅

行費、給食費、学校保健法で定め

られた病気の治療費など　圃各学

校　囲学校教育課(a内線Q＼o)。

催　し

・宇治市ボランティア集会

　[＞とき…３月16日(日)、午後l時

～４時t＞ところ…総合福祉会館[〉

テーマ…｢地域活動とグループ活

動を生かし合うために｣[＞定員…

先着120人[〉参加費…200円　回宇

治ボランティア活動センター(a

22-5650)。

■やましろ合唱フェスティバル

　[＞とき…３月９日(日)、午前10時

半～[〉ところ…文化センター大ホ

ール[＞入場料…無料[回文化観光

課(a内線2223)。

■植物公園「春蘭展｣

　日本の春蘭を中心に100～150鉢

を展示します。1>期間…３月６日

出～11日出。入園料が必要　囲植

物公園(a45-0099)。

/久

a　..,.,ﾆご二そら..y7･,ｋ

％

　谷本　直輝くふ

H 8.2.18c／宇治矢落

健康で元気に育ってね

８年３月生まれのお子さん。10日

(月)までに広報課(a内線2070)へ
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よしはる写真／偕成社

　簡単に作れる花の首か

ざりや少し工夫すればで

きる葉っぱのかたつむり

など、生き生きとした写

真と絵でわかりやすくま

とめた草花あそびの本。

1997年（平成９年）３月１日発行 (4)

742

飼えなくなった犬・猫

●毎週月曜、午前９時～10時半、宇治保

　健所。

相談あんない

・宇治こころの電話　毎週月曜～金曜、

　午前９時～午後５時、青少年問題の悩

　みなどお気軽に。a24－0800．

■青少年相談　17日(月)､午後１時～４時、

　宇治公民館。

■法律相談　毎週木曜、午後１時半～３

　時半、定員は１回につき先着10人。社

　会福祉協議会容23－0857へ電話予約を。

　受け付け順に相談日・時間を決めます。

■京都府交通事故相談　５日伽･19日困、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。a21－2101．

・社会保険相談所　26日困＝小倉公民館、

　午後１時半～４時。年金・健康保険な

　ど。圓国民年金課(a内線2309)。

■暴力にかかわる困りごと相談　３日側、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。電話での相談も可。囲京都府

　暴力追放運動推進センターS075-451

　-8930．

　市、社会福祉協議会では。こ
のほかにも各種相談事業を実施

しています。詳しくは８年度版

「市民カレンダーと手びき」をご

覧ください。

あんなこん

な
☆「子どもの生活をゆたかに　つくってあそ

ぽうよ／⑦　草花あそび一春・夏の本－」む

かいさちこ著／かみくぼよしふみ絵／しげた

☆「世界一おじょーひんなチリチリ姫」末吉

暁子作／大留希美江画／ポプラ社

　むかしある国にとっても元気なお姫さまが

いました。この国では、女の人はまっすぐで

まっ黒な長い髪の毛でなければ美人ではあり

ません。このお姫さまの髪はチリチリのクル

クル。さてこの元気なお姫さま、今日はどん

なことをするのかな…。

　｢つぎの岩につづくＪＲ．Ａ・ラファティ

著／伊藤典夫・浅倉久志訳／早川書房

　ウイットに富んだ軽妙な文体と少し毒のあ

るダークな結末。SF界のホラ吹きおじさん

ラファティが語る、底抜けにおかしくて風変

わりな16の短編集。

　　「図解　子供のなぜに答える本･ハイタッ

チ・テクノー身近な技術のタネ明かしー」唐

津一監修／ＰＨＰ研究所

　　｢スピード写真はなぜ

現像が速くできるの？｣。

子供から突然こんな質問

をされて考え込んだこと

はありませんか。我々の

生活に入り込んだハイテ

ク製品。そのタネ明かし

を図解で試みる本。

　　「ようこそ／ホームステイヘ」柳島純雄著

／あすか書房

　ホームステイは、外国の風俗や習慣、文化

などがよく理解でき、親善も深まることから

市民レベルの草の根外交と言われています。

この本は、ホームステイの素晴らしさや受け

入れのノウハウを体験に基づきまとめたもの。
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－終わりに－

　
十
回
に
わ
た
り
連
載
し
て
き
た
「
発
掘
も

の
が
た
り
」
は
い
か
が
で
し
た
か
。
今
ま
で

ご
存
じ
な
か
っ
た
宇
治
の
一
面
を
知
っ
て
い

た
だ
け
た
な
ら
幸
い
で
す
。
た
だ
し
こ
れ
は

あ
く
ま
で
現
時
点
で
の
宇
治
の
歴
史
で
あ
っ

て
、
十
年
後
に
は
ま
っ
た
く
違
う
宇
治
の
歴

史
を
語
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
発
掘
調
査
は
、
毎
日
が
新
た
な
発
見
の
連

続
で
す
。
そ
れ
が
発
掘
調
査
の
お
も
し
ろ
さ

で
あ
り
、
ま
た
頭
痛
の
種
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
発
見
は
、
調
査
担
当
者
が
築
い
て

き
た
遺
跡
の
イ
メ
ー
ジ
を
裏
付
け
て
く
れ
も

し
、
ま
た
見
事
に
覆
し
て
く
れ
も
す
る
か
ら

で
す
。
た
だ
一
つ
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、

少
な
く
と
も
二
万
年
前
か
ら
、
人
々
は
私
だ

ち
と
同
じ
景
色
を
見
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
風
土
に
適
応
し
、
た
く
ま
し
く
生
き

て
き
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
の
延
長
線
上

に
私
た
ち
の
生
活
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
八
年
度
に
宇
治
市
内
で
行
っ
た
発
掘

調
査
は
十
件
以
上
に
な
り
、
今
も
イ
ラ
ス
ト

の
よ
う
に
発
掘
調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ

う
し
て
新
し
い
「
発
掘
も
の
が
た
り
」
が
、

こ
れ
か
ら
も
作
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。

三説示六地鐘扉旛廬加齢竟血痰謳拍獣尚尚
　　・　ゝt　ン　’･･’’’’’‘･‘･･｀･‘　｀:.　　、
千白白扇倉洲勢甲傷島禰袖面 安田……ﾚ……………

3/12
寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林、
芝ノ東（R以西）

3/12
南浦(28～33、80～98、100～110)、大京団地、

蓮池

3/13

野添、谷前、梅林、五ヶ庄西浦(jR以西)、

新開(J R以西)、平野(J R以西)、
折坂(j R以西)、門前、池山、岡谷、只川、

冤道河原、荒棋(jR以東)、田中(J R以東)、

妙見

3/13 山際
O"

3/14
寺内､久保､老ノ木(府道以北)、天王(府道以北)、

西浦
回……゜,:g､ｦ回IBごI耳が髭･胚1卜･匹゛む･｀ぞ｀⌒二1―1/11ぶ<に町す-尽二性

3/13 半白、東内、又振、山田、紅斎、志津川

3/17 乙方、山本、蔭山
3/17

老ノ木(府道以南)、天王(府道以南)、東山、
西山(府道以東)、中畑、西畑

3/24

戸ノ内、矢落(J R以北)、若森(JR以北)、

丸山、一里山(府道以南)、桐生谷(JR以西)、
東裏(^R以西と府道以南)、西裏、田原、

旦椋、井ノ尻、北ノ山

3/14
福角(J R以西)、日皆田、岡本、上村、

大八木島、一里塚、戸ノ内、車田、丸山、平町
3/18 南堀池(本通り以北･以南､大和32～36)、堀池

3/19

南堀池(田中､大和､大和一部西２号通り以北)、
南遊田、遊田、砂田、毛語一部、中ノ荒、井尻、

中ノ田、浮面、名木、安田町3/17

荒棋(JR以西)､田中(J R以西)､大垣内、

谷下り、出口、森本､中筋､大谷､東中、西中、

藪里、段ノ上、東隼上り、西隼上り 3/3・25

蛇塚､石塚(心華寺通り以西)､寺山(jR以西)、
茶屋裏、久保(J R以西)、上ノ山、山ノ内、

大竹、南ノロ、平盛

3/21 中山(近鉄以西)、毛語、若林、南山、ウトロ

3/18
折坂(j R以東)、平野(j R以東)、

福角(j R以東)、一番割､二番割 3/24

神楽田(山中含む)、西山(府道以西)、中央台、
北山Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ団地、毛語(府道以北)、

若林一部
3/4・26

弐番(府道以北)､池森､樋ノ尻､里尻(jR以北)、

小桜､石塚(心華寺通り以東)、宮北一郎、
寺山(J R以東)、宮谷、尖山一部(４番地)、

中島、久保(j R以東)

3/19
南端(j R以東)、五ヶ庄西浦(J R以東)、
新開(j R以東)、笠取、池尾 3/3・25 中山(近鉄以東)、大谷、羽拍子町

3/21 南山(Ａ)、広岡谷、芝ノ東(jR以東)、三番割
3/5・27

春日森､－ノ坪､島前､大町､石橋(大川原線以西)、
中川原(大川原線以西)、大川原､東目川、

西目川､南落合(Ｏの通り～２の通り)
3/5・27

一里山(府道以北)、桐生谷(jr以東)、

東裏(j R以東の府道以北)、開町
3/24 南山(Ｂ)、南山畑、中村(jR以東)

3/3・25

六地蔵(JR以東･以北の全域)、花揃、赤塚、

陣ノ内(jR以東)、正中(j R以東)、御園、

東中(JR以東)、北畠、桧尾、平尾、須留、

金草原、御蔵山、畑山田、北山畑、

大瀬戸(j R以東)、炭山

3/6・28 宮東、宮西、宮北 3/6・28 南落合(３の通り～13の通り)

3/7・31
大谷、野神一部、小根尾、大開、

尖山一部(2番地・６番地)
3/7・31

薗場(大川原線以北)、大幡､北内、門口、幡貫、

郡、石橋(大川原線以東)、吹前(市営住宅)

3/10､4/1

野神､大谷一部(上権現町を含む)、琵琶､弐番

(府道以南)、矢落(JR以南)､若森(JR以南)、
米阪、天神

3/10､4/1

中川原(大川原線以東)､十一(大川原線以東・

国道以東)、十六(国道以東)、十八(国道以東)、

吹前(市営住宅除く)、

3/10､4/1

六地蔵(j R以西・以南の全域)、

陣ノ内(jR以西)､正中(R以西)､木幡河原、

北島､東中(J R以西)、西中、大瀬戸(J R以

西)、内畑、熊小路、中村(R以西)、

木幡西浦、南端(JR以西)、壇ノ東

3/11､4/2 南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

3/11､4/2
下居、善法、壱番、妙楽、里尻(JR以南)、

蓮華、塔川、宇文字 ※収集漏れは収集口側から確認し、翌日（土・日・祝日

　を除く）に同組合へ。
※金井戸、白川は、３月10日(月)と４月４日面に収集します。

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

保健・衛生・相談 図書館

発掘

ものがたり

本

3月のし尿収集日

程

おはな

したま

てばこ

おはなし会
中央12日（水）・26日（水）

束宇治5日（水）

中央15日（土）

東宇治26日（水）

中央電話20/東宇治電話32-2232　月曜・祝日・月末休館
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